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【請求項１】
　下記の構造：
【化１】

を有する化合物もしくは任意の医薬上許容可能なその塩であって、
［式中、
　Ｘ２はＣ（Ｒ４）もしくはＮであり；
　Ｘ３はＣ（Ｒ５）もしくはＮであり；
　Ｘ４はＣ（Ｒ５）もしくはＮであり；
　Ｘ５はＣ（Ｒ４）もしくはＮであり；前記Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４およびＸ５のうち２つより
多くがＮであることはなく；
　ＹはＮＲ７、ＣＲａＲａ、ＳもしくはＯであり；
　ｎは０、１、２もしくは３であり；
　Ｒ１は、Ｈ、ハロ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～４ハロアルキル、シアノ、ニトロ、－Ｃ
（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａ

Ｒａ、－ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（
Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＯＣ２～６アルキルＮＲａＲａ、－ＯＣ２～６アルキルＯＲ
ａ、－ＳＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－
Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、
－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ
）Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒ
ａ）Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ
）２ＮＲａＲａ、－ＮＲａＣ２～６アルキルＮＲａＲａ、－ＮＲａＣ２～６アルキルＯＲ
ａ、－ＮＲａＣ２～６アルキルＣＯ２Ｒａ、－ＮＲａＣ２～６アルキルＳＯ２Ｒｂ、－Ｃ
Ｈ２Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－ＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｃ
Ｈ２Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－ＣＨ２ＯＲａ、－ＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＣＨ２

ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＣＨ２ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＣＨ２

ＯＣ２～６アルキルＮＲａＲａ、－ＣＨ２ＯＣ２～６アルキルＯＲａ、－ＣＨ２ＳＲａ、
－ＣＨ２Ｓ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＣＨ２Ｓ（＝Ｏ）２Ｒｂ、－ＣＨ２Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ

、－ＣＨ２Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＣＨ２Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ
（＝Ｏ）ＯＲａ、－ＣＨ２Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＣＨ２ＮＲ
ａＲａ、－ＣＨ２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＣＨ２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－
ＣＨ２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＣＨ２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ

、－ＣＨ２Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＣＨ２Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、
－ＣＨ２ＮＲａＣ２～６アルキルＮＲａＲａ、－ＣＨ２ＮＲａＣ２～６アルキルＯＲａ、
－ＣＨ２ＮＲａＣ２～６アルキルＣＯ２Ｒａおよび－ＣＨ２ＮＲａＣ２～６アルキルＳＯ

２Ｒｂから選択されるか；またはＲ１は、Ｎ、ＯおよびＳから選択される０、１、２、３
もしくは４個の原子を含むが、ＯもしくはＳ原子は１個より多く含むことはない、直接結
合、Ｃ１～４アルキル結合、ＯＣ１～２アルキル結合、Ｃ１～２アルキルＯ結合、Ｎ（Ｒ
ａ）結合もしくはＯ結合した飽和、部分飽和もしくは不飽和３、４、５、６もしくは７員
単環または８、９、１０もしくは１１員二環であり、ハロ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～４

ハロアルキル、シアノ、ニトロ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｃ（＝Ｏ）
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ＮＲａＲａ、－Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（＝
Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＯＣ２～６アルキルＮ
ＲａＲａ、－ＯＣ２～６アルキルＯＲａ、－ＳＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２

Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝
Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、
－ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｎ（Ｒ
ａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ（
＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－ＮＲａＣ２～６アルキルＮＲａ

Ｒａおよび－ＮＲａＣ２～６アルキルＯＲａから独立して選択される０、１、２もしくは
３個の置換基により置換され、前記環の利用可能な炭素原子は、追加的に０、１もしくは
２個のオキソもしくはチオキソ基により置換され、前記環は、追加的にフェニル、ピリジ
ル、ピリミジル、モルホリノ、ピペラジニル、ピペラジニル、ピロリジニル、シクロペン
チル、シクロヘキシルから選択される０もしくは１個の直接結合、ＳＯ２結合、Ｃ（＝Ｏ
）結合またはＣＨ２結合基により置換され、これらは全て、さらにハロ、Ｃ１～６アルキ
ル、Ｃ１～４ハロアルキル、シアノ、ニトロ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、
－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ

、－ＳＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－Ｎ
ＲａＲａ、および－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａから選択される０、１、２もしくは３基に
より置換され；
　Ｒ２は、ハロ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～４ハロアルキル、シアノ、ニトロ、－Ｃ（＝
Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ

、－ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒａ

）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＯＣ２～６アルキルＮＲａＲａ、－ＯＣ２～６アルキルＯＲａ、
－ＳＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－Ｓ（
＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｓ
（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ
ａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）
Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２

ＮＲａＲａ、－ＮＲａＣ２～６アルキルＮＲａＲａおよび－ＮＲａＣ２～６アルキルＯＲ
ａから選択され；
　Ｒ３は、Ｎ、ＯおよびＳから選択される０、１、２、３もしくは４個の原子を含むが、
ＯもしくはＳは１個より多く含むことはない、飽和、部分飽和もしくは不飽和５、６もし
くは７員単環または８、９、１０もしくは１１員二環から選択され、前記環の利用可能な
炭素原子は、０、１もしくは２個のオキソもしくはチオキソ基により置換され、前記環は
、０もしくは１個のＲ２置換基により置換され、環は、ハロ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～

４ハロアルキル、シアノ、ニトロ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｃ（＝Ｏ
）ＮＲａＲａ、－Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（
＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＯＣ２～６アルキル
ＮＲａＲａ、－ＯＣ２～６アルキルＯＲａ、－ＳＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）

２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（
＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ

、－ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｎ（
Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ
（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－ＮＲａＣ２～６アルキルＮＲ
ａＲａおよび－ＮＲａＣ２～６アルキルＯＲａから独立して選択される０、１、２もしく
は３個の置換基によりさらに置換されるか；またはＲ３は、ハロ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ

１～４ハロアルキル、シアノ、ニトロ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｃ（
＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｏ
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＯＣ２～６アル
キルＮＲａＲａ、－ＯＣ２～６アルキルＯＲａ、－ＳＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝
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Ｏ）２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－
Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａ

Ｒａ、－ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－
Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ

）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－ＮＲａＣ２～６アルキル
ＮＲａＲａおよび－ＮＲａＣ２～６アルキルＯＲａから選択され；
　Ｒ４は、各場合において、独立して、Ｈ、ハロ、ニトロ、シアノ、Ｃ１～４アルキル、
ＯＣ１～４アルキル、ＯＣ１～４ハロアルキル、ＮＨＣ１～４アルキル、Ｎ（Ｃ１～４ア
ルキル）Ｃ１～４アルキル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ２、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＣ１～４アルキル、Ｃ（
＝Ｏ）Ｎ（Ｃ１～４アルキル）Ｃ１～４アルキル、Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｃ１～４アルキル
、Ｎ（Ｃ１～４アルキル）Ｃ（＝Ｏ）Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～４ハロアルキルであり、
またはＮ、ＯおよびＳから選択される０、１、２、３もしくは４個の原子を含むが、Ｏも
しくはＳは１個より多く含むことはない、不飽和５、６もしくは７員単環であり、ハロ、
Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～３ハロアルキル、－ＯＣ１～４アルキル、－ＮＨ２、－ＮＨＣ

１～４アルキル、－Ｎ（Ｃ１～４アルキル）Ｃ１～４アルキルから選択される０、１、２
もしくは３個の置換基により置換され；
　Ｒ５は、各場合において、独立して、Ｈ、ハロ、ニトロ、シアノ、Ｃ１～４アルキル、
ＯＣ１～４アルキル、ＯＣ１～４ハロアルキル、ＮＨＣ１～４アルキル、Ｎ（Ｃ１～４ア
ルキル）Ｃ１～４アルキルもしくはＣ１～４ハロアルキルであり；
　Ｒ６は、Ｎ、ＯおよびＳから選択される０、１、２、３もしくは４個の原子を含むが、
ＯもしくはＳは１個より多く含むことはない、飽和、部分飽和もしくは不飽和５、６もし
くは７員単環または８、９、１０もしくは１１員二環から選択され、前記環の利用可能な
炭素原子は、０、１もしくは２個のオキソもしくはチオキソ基により置換され、前記環は
、０もしくは１個のＲ２置換基により置換され、環は、ハロ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～

４ハロアルキル、シアノ、ニトロ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｃ（＝Ｏ
）ＮＲａＲａ、－Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（
＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＯＣ２～６アルキル
ＮＲａＲａ、－ＯＣ２～６アルキルＯＲａ、－ＳＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）

２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（
＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ

、－ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｎ（
Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ
（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－ＮＲａＣ２～６アルキルＮＲ
ａＲａおよび－ＮＲａＣ２～６アルキルＯＲａから独立して選択される０、１、２もしく
は３個の置換基によりさらに置換されるか；またはＲ６は、Ｈ、ハロ、Ｃ１～６アルキル
、Ｃ１～４ハロアルキル、シアノ、ニトロ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ、
－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＯＣ２～６

アルキルＮＲａＲａ、－ＯＣ２～６アルキルＯＲａ、－ＳＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ
（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ

、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
ＲａＲａ、－ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ

、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｃ（＝ＮＲａ）ＮＲａＲａ、－Ｎ（
Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｎ（Ｒａ）Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲａＲａ、－ＮＲａＣ２～６アル
キルＮＲａＲａおよび－ＮＲａＣ２～６アルキルＯＲａから選択され；
　Ｒ７は、Ｈ、Ｃ１～６アルキル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒａ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒｂもし
くはＣ１～４ハロアルキルであり；
　Ｒａは、各場合で、独立して、ＨもしくはＲｂであり；並びに
　Ｒｂは、各場合で、独立して、フェニル、ベンジルもしくはＣ１～６アルキルであり、
フェニル、ベンジルおよびＣ１～６アルキルは、ハロ、Ｃ１～４アルキル、Ｃ１～３ハロ



(5) JP 2013-530239 A5 2014.8.14

アルキル、－ＯＣ１～４アルキル、－ＮＨ２、－ＮＨＣ１～４アルキル、－Ｎ（Ｃ１～４

アルキル）Ｃ１～４アルキルから選択される０、１、２もしくは３個の置換基により置換
されている］
　化合物もしくは任意の医薬上許容可能なその塩。
【請求項２】
　請求項１に記載の化合物と、医薬上許容可能な希釈液もしくは担体と、を含む医薬組成
物。
【請求項３】
　関節リウマチ、強直性脊椎炎、骨関節炎、乾癬性関節炎、乾癬、炎症疾患および自己免
疫疾患、炎症腸障害、炎症眼障害、炎症もしくは不安定膀胱障害、炎症成分を伴う皮膚病
、慢性炎症状態、自己免疫疾患、全身性紅斑性狼瘡（ＳＬＥ）、重症筋無力症、関節リウ
マチ、急性播種性脳脊髄炎、特発性血小板減少性紫斑病、多発性硬化症、シェーグレン症
候群および自己免疫溶血性貧血、アレルギー性状態並びに過敏症を治療するための、請求
項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　ｐ１１０δ活性が媒介する、ｐ１１０δ活性に依存するまたはｐ１１０δ活性に関連す
る癌を治療するための、請求項２に記載の医薬組成物。
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